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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
市民レベルの事例の収集と発掘、生物多様性アクション大賞の目的、概要、入賞団体と活動
大賞は、
優秀賞は
特別賞
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今年は10月にCOP12もあります。そこではユースの立場からまたコミットしていきたい
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そのためにも仲間づくりに力をいれていきたいので、仲間募集をします
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
みなさん、こんにちは。私たちは、奈良県立御所実業高等学校環境緑地科「生物多様性の保全」研究班です。
私たちは、「生物多様性ならプロジェクト」として、様々なテーマに取り組み、そして時には「新発見」を楽しんでいます。
まず１つ目は、貴重種の域外保全です。奈良県自然環境課に依頼を受け、オグルマやヒメユリを域外保全しています。
この活動のきっかけとなったのは、全国１０数都県でレッドデータブックに載っているレンゲツツジの簡単な増殖技術を開発したことでした。
このとき、開発した挿し木繁殖の技術は必要なところに提供しています。
２つ目は、郷土種の系統保存です。
御所柿は、私たちの学校のある御所市が発祥の地で、完全甘柿のルーツといわれています。
栽培普及を目指し、より効率のよい苗の生産技術を開発しています。
難しいといわれている挿し木繁殖に挑戦しています。
シコクビエは、奈良県南部の山間地帯で昔栽培されていた雑穀です。
天川村で昔の雑穀栽培を復活させようという動きがあり、栽培技術を提供しています。
また、栽培普及につなげるため、新たな新メニュー「弘法がゆ」を提案しています。
シコクビエは、弘法大師が伝えたことから、別名を「弘法びえ」といいます。
天川村は、２０１２年の紀伊半島大水害の災害がひどかったところです。少しでも復興の手助けができればと思っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３つ目は、フィールドミュージアムです。
私たちも会員である「橿原市昆虫館虫いっぱいの里山づくり隊」での活動です。
橿原市昆虫館の隣にある里山に多くの人が来て、生物多様性について考えてもらえるよう、通常の里山整備に加え、観察路を整備し、樹名板を取り付け、ガイドマップを作成しています。
今年度は、他の活動と重なることが多く、あまり参加できていません。明日もこの会合と重なってしまっています。
４つめは、里山クラフト体験です。
「つるかご編み」と「笹紙すき」を行っています。
里山整備で刈り取ったつるを使ったかご編みは私たちの伝統技になっています。
ちょうど先週にかご編み体験を行ったところです。
また笹紙すきは、３年かけて改良し、多くの子どもたちに体験してもらえるようになりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして５つ目、外来種問題です。
昨年一番の新発見があったのがこのジャンボタニシバスターズです。
ワナによるジャンボタニシの駆除を行うため、ワナに入れるエサをいろいろと調べてきました。
どうしても在来タニシの混獲が避けられなかったのですが、誘引成分を調べているうちに、ジャンボタニシを選択的に寄せるエサが見つかりました。
農家の方が使うには、もっと効率を上げないといけませんが、外来種のジャンボタニシのみを駆除する方法としては使えそうです。
まさに新発見を楽しみました。
６つ目は、地域固有遺伝子の保存です。
地域の植物で地域の緑化を…と考え、虫いっぱいの里山でとった種子で実生苗を作ったり、また穂木をとり挿し木で増殖したりしてきました。
増殖した苗は、虫いっぱいの里山と公園の緩衝ゾーンに定植しました。
来年度は、第２弾としてまた新たに始めたいと思っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生徒の発表の後

・生徒たちは、生き物と関わる中で、「身近な新発見」を楽しんでいる。
・実際に行動する中から、生物多様性のことを考えたり、感じたりしている。

にじゅうまるプロジェクトへの登録のきっかけ→奈良県くらし創造部景観環境局自然環境課からの声掛け
・せっかくの取組を全国の団体に知ってもらういい機会
・同様の取組をしている団体と例えば技術交流などもできるかもしれない。←奈良県には県立の自然系博物館がないこともあり…。

登録してみて
・Web中心で断片的ではあるものの、他の同様の取組をしている団体を知り、その内容はたいへん参考になっている。特に地域とのつながり、交流をしていく部分。
・UNDB-Jより連携事業として認定を受けたことや、また、そのことが新聞で大きく報道されたことは、生徒たちは大きな自信となった。
・取組が広報され、先ほど紹介した個々の取組について新聞報道が増えた。

自信が、研究姿勢をより粘り強いもの変えた。
例：昨年発表したジャンボタニシを選択的に寄せる餌の開発で、誘引成分を調べる検証試験なんかは、1650回も行っていて、意地を感じた。
・その結果、自然科学系のコンテストでは、大きな成果を上げた（イオンエコワングランプリは２年連続で全国大会）。
・奈良県では、昨年３月に生物多様性地域戦略である「生物多様性なら戦略」が策定されたが、この策定に伴い、UNDB-J認定事業ということで県内での依頼発表が増えた。

今後
・登録団体どうしの直接的な交流を増やしたい。様々な取組をしているが、特に専門家とのつながりを持つのは、顧問の個人的な人間関係に端を発しているので、顧問が異動になると継続しにくくなる（そのため、県に働きかけを強めている（生物多様性ネットワークの設置とその運用、将来的には生物多様性センター））。
・先日、コンテストで文科省の環境教育の方と会った際、ESD（持続可能な開発のための教育）のことを話されていた中に生物多様性のこともおっしゃっていたが、UNDB-Jの認定連携事業のこと、ましてにじゅうまるプロジェクトのことはまったく知られてなかった。
・奈良県においても、県教委の環境教育担当と行政の自然環境課のつながりは薄く感じる。縦割りの問題？自然環境課から各校に案内はしているものの、参加校は増えていない。
例：学校教育下での生き物調べ→活きてない（奈良だけ？）　
　　意識の高い先生からは、調べてほしいと依頼はあるが…。地域の専門家から調べ方も含めて教わり、一緒に調べる…その手立てをしてあげるほど余裕はない。

そのためにも登録団体の取組が学校の地域とのつながりの中で、環境教育にもっともっと活かせるように文科省等、都道府県なら教委に働きかけを…。県立の博物館があるところはすでにうまくできている部分もあるとは思うが。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
愛知ターゲット達成のための国内目標では
陸域の17％、海域の10％を保護区とする目標が掲げられています。

評価対象は、現在、国が関与する保護地域となっています。しかし、実際はにじゅうまるプロジェクトメンバーの皆様をはじめ市民や民間により守られている地域も多く、それらが絶滅危惧種にとって重要な生息地となっている場所も少なくないと考えられます。
（写真の説明）
これらのような市民がまもる保護地域で守られている種をこれからも守っていくため、そしてこのような活動を応援するため、IUCN-Jのメンバーで検討会を立ち上げました。







プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この半年の間に5回ほど会議を開き、
「民間保護地域」に関する知識や意見の共有、
国内外の現状に関する勉強、
今後の方針などについての意見だしを進めてきました。

（会議の写真）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2013年11月のアジア公園会議にてサイドイベントを開催し、私たちの取り組みについて紹介するとともに、
被災地、および海外の状況について話題提供をしてもらいました。

ディスカッションの
[1] 民間保護地域は、保護地域として管理する方法の一つとして重要である。また、愛知ターゲット目標11をはじめとする世界的な保全目標の達成に大きな役割を果たす。
[2] 民間保護地域の保全と管理には多様な方法があり、NGOや企業など様々な組織によって行われている。
[3] 世界中で多くの民間保護地域がみられるが、世界や各国の保護地域システムで把握されているものは、ごく一部である。
[4] 民間保護地域に関する用語や定義、位置づけは、保護地域に関する国際的な研究の中で議論された（報告書は第6回世界公園会議に向けて準備中）。
[5] 2014年に開かれる生物多様性条約第12回締約国会議(CBD-COP12)や第6回世界公園会議などの国際的な保全の議論の中で、民間保護地域は、重要なテーマとして議論される必要がある。

参考：
http://bd20.jp/%E7%AC%AC1%E5%9B%9E%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E5%85%AC%E5%9C%92%E4%BC%9A%E8%AD%B0%E3%83%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E2%91%A1%EF%BC%88%E6%B0%91%E9%96%93%E4%BF%9D%E8%AD%B7%E5%9C%B0/
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2015年度から本格的に始動する
(1) 日本における民間保護地域の定義策定、特定、把握・評価と国際連携
　日本の民間保護地域における保全活動の実態や、民間保護地域に関する世界動向と連携し、世界基準に沿って定義や認定の仕組みを検討する(平成26年度)。また、民間保護地域に関する多様な事例への理解を深め、関係者との連携関係を構築し(平成27年度)、モデル地域を世界データベース(WDPA)に登録する(平成28年度)。 
(2) 愛知目標達成に貢献する地域としての民間保護地域の位置づけの確立
ワークショップ等により民間保護地域の認知向上をはかり(平成26-27年度)、国家戦略への組込みや、戦略的環境アセスメントでの配慮地域となるよう提言する (平成27-28年度)。
(3) 民間保護地域の推進に関する法的措置・インセンティブの確立
日本の民間保護地域における保全活動に対し、にじゅうまるプロジェクトへの登録の推進（26年度から継続）、民間保護地域の国内候補サイト登録制度の立ち上げと世界データベースへの登録支援を行うことで、地域の保全活動に世界的な位置づけを付与することによる奨励措置を作るとともに、政府や企業による支援策の実現を模索する(平成27-28年度)。
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